


学校紹介

対象学科名
対象とする生徒数 学校全体の規模

１年 ２年 ３年 計 全日制普通科の女子校。１学年

は８学級。医進・特進・学際

（スポーツクラスを含む）の

３コース制。中・高で 1043

名。年次進行で高等部の全生徒

を本事業の対象とする。

高等部普通科 231 263 248 742

（中学部） 104 100 97 301



カトリックを土台とする宗教教育

真面目で誠実

思いやりの心

礼儀正しい



進学校化

1997年（22年前）
国公立大学合格者：15名
（260名）

2017年
国公立大学合格者：91名
（265名）

二人三脚の指導によって
進学実績の飛躍的な向上



しかし・・・

与えすぎる指導が生徒を内向きに



そこで・・・探究学習の導入

ＳＧＨへのチャレンジ



４年間のＳＧＨアソシエイト校としての取り組みから
見えてきたこと

①本校の生徒は、自己の利益に拘泥せず、
他者の心に寄り添いながら奉仕・貢献できる

②和歌山県の課題の根底には「少子高齢化」

県内の高校卒業者の県外大学進学率が90％近く、
30年の長きに渡って連続全国第１位



和歌山発！

地域の未来を拓く鍵となる「Key Girl」育成プログラム

研究開発構想名

地域の未来のために主体的に行動できる女性を育成するため、
リージョン・グローバル・キャリアをテーマとした課題探究
型学習プログラムを開発し、コンソーシアム参加機関に所属
する方々と協働しながら研究開発を実践する。

研究開発の概要





探究活動について



時間割上の工夫

「総合的な探究の時間」（１単位増、計２単位）
水曜の午後に２コマ100分を確保

+
各種発表会（公開形式）
フィールドワーク

ＬＨＲも確保しながら柔軟に運営





「リージョン探究」（高１対象）

テーマは「医療」「経済」「産業」
「行政」「農業」「林業」の６つ

学年に所属する教員全員が
プログラムの運営を担当
（本事業の運営委員も４名配置）



教員個人の裁量による授業開発

探究活動と各教科の関わりについて

「ミニ探究」
「英語で学ぶ」

授業開発



校内での成果の共有の仕方・評価方法

共有：学内ネットワークによる教務支援システム

評価：本学独自のルーブリック
を作成



海外研修について

訪問先…カンボジア
（カンポットと周辺の村々を中心に）

・リーダー研修として位置づけ

・教育支援活動を通して、
社会に貢献したいという献身性をさらに育成

・現地で活動する日本人の方々と交流し、
キャリアデザイン能力を育成



特徴的な取り組み

「グローバル探究」（高２対象）における
東京フィールドワーク

日時と宿泊先だけを設定
生徒が自分たちでフィールドワークを企画



支援の取組や管理方法・体制

海外研修費用を管理機関が一部負担

本事業の予算を確保

ＩＣＴ環境の整備

教務支援システム・複数担任制の導入

教員採用における評価項目の変更

「和歌山信愛大学」との高大連携



本取組における課題

探究活動と各教科の取り組みとが

まだまだ乖離していること

正直なところ課題は山積・・・

その中でも最も大きな課題は、



を目指す

探究活動

探究活動を通して
培った力で下支え

各教科で培った力を
活用

各教科の活動



ご清聴ありがとうございました


